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１．はじめに 

 舗装の構造評価には FWD 試験が広く用いられて

いる．FWD 試験は，重錘を路面に落下させ，舗装表

面に生じるたわみを計測する試験である．そのため，

動的載荷試験である FWD 試験で得られるたわみを

解析的に再現しようとするのであれば，動的解析を

用いることが合理的であるといえる 1)．しかしなが

ら，舗装の構造評価に用いられている指標には，静

的解析の結果に基づくものもあり，必ずしも舗装の

性能を適切に評価しているとはいえない． 

そこで本研究では，より合理的な路床の弾性係数の

推定方法を提案するために，N1 から N7 の各舗装計

画交通量区分の代表的な舗装モデルを対象に FWD

試験を模擬した動的解析を行い，載荷板直下および

載荷板から 1500mm 離れた位置のたわみ（以下，D0

たわみおよび D1500 たわみと称す）を算定し，その最

大たわみと静的解析によって得られるたわみとの比

較を行った．また，D1500 たわみと路床の弾性係数と

の関係を整理し，既往の路床の弾性係数の推定方法

との比較を行った． 

２．静的解析と動的解析の応答値の関係  

 まず，静的解析と動的解析による応答の差異を把

握するために，静的解析で得られたたわみと動的解

析で得られたたわみの最大値との比（以下，たわみ

比と称す）を求めた．なお，本検討では D0 および

D1500 たわみに注目した．解析に用いた舗装構造モデ

ルは，図-1に示した 2 層モデルおよび 3 層モデルで

ある．層厚は表-1 に示す通り，舗装計画交通量区分

毎に 2 ケース設定し，表-2 に示す弾性係数の組み合

わせに対して計算を行った．なお，載荷荷重は 49kN

とし，動的解析では，周期 0.04s のハーバーサイン波

の載荷波形を用いた． 

図-2は，D1500 たわみのたわみ比を路床の弾性係数

により整理したものである．同図より，D1500 たわみ

のたわみ比は，路床の弾性係数の影響を大きく受け

ていることがわかる．なお，D0 たわみのたわみ比に

ついても同様の傾向が得られることを確認した．そ

こで，この結果を基に，D0 たわみおよび D1500 たわみ

のたわみ比 Ki（i=0，1500）を評価すると，以下の通

りとなった． 

     (1) 
(2) 

ここで，ES は路床の弾性係数[MPa]である．すなわ

ち，動的解析によって得られるたわみを DD[mm]，

静的解析によって得られるたわみを DS[mm]とすれ

ば，静的解析の結果から動的解析の結果を以下の式

より評価できる． 
 DSKDD i ⋅=  (3) 
なお，たわみ比の標準偏差を算定した結果，路床の

弾性係数が大きくなるほど，標準偏差が小さくなる

こと，また，D0 たわみのたわみ比の標準偏差は D1500

たわみのたわみ比の標準偏差より大きくなることが

確認された． 

図-1 舗装解析モデル 

図-2 D1500 たわみのたわみ比 
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表-1 層厚

 

表-2 弾性係数 

 
 

３．D1500たわみと路床の弾性係数の関係 

ここでは，D1500 たわみと路床の弾性係数の関係を

整理した結果を示す．なお，計算に用いた舗装モデ

ルおよび解析条件は前項と同様とした．D1500 たわみ

の最大値と路床の弾性係数の関係は，図-3 に示す通

り，両対数軸上において，概ね線形関係が得られて

いることがわかる．そこで，その回帰直線を求め，

文献2)に示されている従来のD1500たわみと路床の弾

性係数との関係（以下，従来式と称す）と比較した．

同図より，D1500 たわみが 0.04mm 以上になると，従

来式では，路床の弾性係数を過大に評価しているこ

とがわかる．また，図-3(b)は，舗装計画交通量区分

毎に，回帰直線を求めた結果を示しており，D1500 た

わみと路床の弾性係数の関係には，舗装計画交通量

区分によって大きな差異があることがわかる．なお，

舗装計画交通量区分毎の回帰式は，同図に併記した

通りである．ここで，ESは路床の弾性係数[MPa]，x

は D1500たわみ[mm]である． 

 

４．まとめ 

本研究では，動的解析の結果に基づき，D1500 たわ

みから路床の弾性係数を推定する方法について検討

した．その結果，静的解析の結果に基づく従来式を

用いて路床の弾性係数を評価すると，路床の弾性係

数を過大に評価すること，また，路床の弾性係数は，

舗装計画交通量区分毎に評価する必要があることが

明らかとなった．今後は，動的解析の結果に基づい

て，たわみやたわみ差から舗装各層の弾性係数を推 

 

定する方法について検討を行うとともに，推定した

結果の逆解析における初期値への適用性を検証する

予定である． 

(a) 従来式と動的解析の比較 

 

(b)動的解析に基づく舗装計画交通量区分毎の結果 

図-3 D1500 たわみと路床の弾性係数の関係 
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